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 一貫したハイブリッドクラウド基盤に加
えて、信頼でき、相互運用可能でサポート
付きのソフトウェアへのアクセスが必要と
されます。

 複数のクラウド・プラットフォームが使
用されるようになり、一貫したハイブリッ
ドクラウド・プラットフォームの必要性がこ
れまで以上に重要になってきました。これ
は、各クラウドサービスを個別にサポート
していると、それぞれに固有の作業を処理
することになり、ベンダーロックインが発
生するからです。いずれか 1 つのクラウド
プロバイダーへのロックインを回避するた
め、多くの組織が Red Hat® OpenShift® 

を利用し、クラウド・プラットフォームの総
合的な可搬性を活用しています。
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 ハイブリッドクラウド・インフラストラクチャは、さまざまな業界の組織内で普及が進ん
でいます。2021 年版世界のテクノロジー展望によると、組織の 60% が現時点で複数のク
ラウド・プラットフォームを使用しており¹、79% が今後 1 年間で使用するクラウド数の増加
を予定しています。¹

増え続けるマルチクラウド環境

¹ Red Hat レポート「2021 年版世界のテクノロジー展望」、2021 年。
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Red Hat のハイブリッドクラウド戦略は、Red Hat Enterprise Linux、
Red Hat OpenShift、Red Hat Ansible® Automation Platform を使用
した、Linux®、コンテナ、Kubernetes、自動化の技術的基盤に基づいて
います。
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図 1. 現在および今後の使用クラウド・プラットフォーム数 ¹

https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift
https://www.redhat.com/ja/resources/2021-global-tech-outlook-detail


 ソフトウェアおよびソリューションによ
って投資の価値の拡大を目指す組織を
サポートするため、Red Hat は、Red Hat 

OpenShift ソフトウェアパートナーからな
る包括的なエコシステムを育成しました。
これらのパートナーは、テクノロジー・パー
トナーまたは独立系ソフトウェアベンダー 

(ISV) とも呼ばれます。

Red Hat OpenShift はイノベーションのためのプラット
フォームとなります。Red Hat のハイブリッドクラウド・
ソフトウェア・パートナーは高度な Kubernetes ベース
のワークロードをサポートする認定ソリューションを
提供します。

 これらの ISV パートナーは Red Hat と
のコラボレーションにより、組織が効率を
高め、業務の柔軟性を向上させ、アプリケ
ーションの自動化を最大化してデジタル・
トランスフォーメーションを加速するため
に必要な、特別なツールと専門知識を提供
します。

 この e ブックでは、人工知能と機械学習 (AI/ML)、アプリケーション開発、データベースとデー
タ分析、DevSecOps、ネットワーク、ストレージ・ソリューションなど、Red Hat パートナーエコシ
ステムで利用できるハイブリッドクラウド・ソリューションに焦点を当てています。これらのソリュ
ーションが、組織が次のことのために必要とする柔軟性をもたらす方法も紹介します。
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デプロイ：あらゆる環境にアプリケーションをデプロイする

運用：ワークロードがサポートされているという確信が持てる

使用：ハイブリッドクラウド・インフラストラクチャ全体にわたる
自動化で、ビジネス成果と成長をもたらす



ハイブリッドクラウド・
ソフトウェア・パートナーの必要性
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 Red Hat OpenShift を実行して成功を収めるには、テクノロジー、サービス、販売業者から
なる活発なエコシステムが必要です。Red Hat OpenShift ソフトウェアパートナーなら、この
ギャップを埋められます。

 Red Hat ソフトウェア・パートナー・エコシステムは、競争力を手に入れて顧客に提供する
価値を高めようとする組織にとって、不可欠です。これには 5 つの理由があります。

プラットフォームは完全なソリューションではない

² パルスサーベイ、Red Hat 後援、「コンテナおよび Kubernetes へのワークロード導入状況」、2021 年 6 月。

 コンテナおよび Kubernetes 上へのワークロード導入状況について実施された調査
によると、回答者の 70% が、アジリティや柔軟性など、さまざまな理由でコンテナおよ
び Kubernetes にワークロードをデプロイしています。²

 Red Hat OpenShift と Red Hat のハイブリッドクラウド・ソフトウェア・パートナー・
ソリューションにより、お客様は認定ソフトウェアを複数のクラウドとオンプレミス・イ
ンフラストラクチャに一貫してデプロイでき、アジリティ、スケーラビリティ、効率を向
上させ、ワンランク上のユーザーエクスペリエンスを提供できます。Red Hat のソフトウ
ェア・パートナー・エコシステムは、これらの要件を満たすコンテナ化ソリューションを
提供します。

ハイブリッドクラウド内での運用で、アジリティ、一貫性、
スケーラビリティを実現する

1.

Kubernetes Operator とは

 Kubernetes Operator は 

Kubernetes アプリケーション・
プログラミング・インタフェース 

(API) を拡張したもので、
アプリケーションおよびその
管理対象のインフラストラクチャ・
ソフトウェアのパッケージ化、
デプロイ、ライフサイクルを
管理します。
Kubernetes Operator が
もたらすアジリティ、信頼性、
シンプルさにより、ハイブリッド
クラウド・システム全体で Day 1 

および Day 2 運用業務を自動化
できます。

詳細は、「 Red Hat Marketplace の 

Kubernetes Operator」データシート
をご覧ください。
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図 2. 「コンテナおよび Kubernetes にワークロードをデプロイする理由は何ですか (上位 3 つを選択)」

https://www.redhat.com/ja/resources/kubernetes-operators-marketplace-datasheet
https://www.redhat.com/ja/resources/state-workloads-containers-kubernetes-analyst-paper
https://www.redhat.com/ja/resources/kubernetes-operators-marketplace-datasheet


 コンテナ使用に関する今後の計画についての質問で、調査回答者の 72% が、今後 12 

カ月のうちにコンテナの使用を多少、または大幅に増加させるとしています。³

 Red Hat ソフトウェア・パートナー・エコシステムでは広範囲にわたるコンテナ化のイ
ノベーションを起こし、Red Hat が先鞭をつけたインフラストラクチャおよびアプリケ
ーション自動化向けのモデルに基づく、各種の Kubernetes Operator を提供します。
Operator を使えば、広範なスキルがなくても、ユーザーの運用体験を向上できます。こ
のような Operator には基本的な Day 1 自動化から高度な Day 2 クラウドネイティブ自
動化サービスまでが含まれ、Kubernetes Operator の能力が高いほど、ソリューション
の差別化が強化されます。

 Kubernetes Operator により、可搬性のあるクラウドネイティブ・ソフトウェアをサービ
スと同様に実行でき、ソフトウェア自体とともに運用の専門知識が埋め込まれるので、こ
の自動化されたアプリケーションデプロイおよび管理のメリットを活用できます。

Red Hat OpenShift の使用範囲を拡大する
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2.

 ハイブリッドクラウド・ソフトウェア・エコシステムのすべてのパートナーソフトウェア
は、Red Hat OpenShift での使用が認定され、Red Hat エキスパートによって厳選、強
化されています。このため、組織が選択する Kubernetes Operator と Helm Chart は
相互運用可能でサポート付きになります。このサポートには、アップグレード、ライフサ
イクル管理、ログ処理、自動スケーリングが含まれます。

信頼できる Kubernetes Operator オプションを見つける3.

 Red Hat Marketplace を通じて、フットプリントに関係なく、ソフトウェアを見つけて試
用し、購入、デプロイできます。

Kubernetes 上のアプリケーションに簡単な方法でアクセスしてプロビジ
ョニングする

4.

 パートナーとサードパーティの Technical Support Alliance Network (TSANet) によ
る共同サポートが受けられるので、安心してパートナー・ソリューションをデプロイでき
ます。

必要なサポートにつながる5.

³ Red Hat レポート、「エンタープライズ向けオープンソースの現状」、2021 年。

Helm はパッケージおよび

 インストールを管理するための
ツールであり、ハイブリッド
クラウドのあらゆる場所で
Kubernetes のコンテナ化
アプリケーションの
パッケージングとデプロイを
標準化および単純化します。

 タスクの自動化にも対応しており、
アプリケーションのセットアップ
(インストールや基本構成の管理
など) をはじめとする 

Day 1 タスクや、簡単な
アップグレードやロールバック
の実行などといった Day 2 

オペレーションの自動化にも
活用できます。

Helm の詳細についてはこちらの
トピックページをご覧ください。

https://marketplace.redhat.com
https://cloud.redhat.com/learn/topics/helm
https://www.redhat.com/ja/resources/state-of-enterprise-open-source-report-2021?intcmp=7013a000003BkveAAC


独自のソフトウェア・パートナー・
エコシステム
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 Red Hat OpenShift は Red Hat 

Enterprise Linux を基盤に構築されてい
ます。この基盤を使用すると、既存アプリ
ケーションの拡張と先進テクノロジーの展
開を、ベアメタル、仮想、コンテナ、および
あらゆる種類のクラウド環境にわたって行
うことが可能です。

 Red Hat のハイブリッドクラウド・ソフト
ウェア・パートナー・エコシステムでは、特
定のハイパースケーラーやクラウド・プラッ
トフォームにユーザーを縛り付けることは
ありません。 Kubernetes 向けに最適化
され、さまざまなクラウド上で動作します。
Red Hat のハイブリッドクラウド・ソフトウ
ェア・パートナーのソフトウェアを、使いた
いプラットフォーム上で使用できま

オープンなイノベーションを基盤に構築

す。環境はパブリッククラウドやプライベー
トクラウド、オンプレミス、これらの組み合
わせであっても構いません。

 さらに、Red Hat のソフトウェア・パート
ナー・エコシステムでは、Red Hat からソフ
トウェアの認定を受けることができます。こ
れらの認定は Red Hat プラットフォームの
サポートに関して Red Hat が推奨する方法
に基づいて検証されており、取得している
ソフトウェアが信頼でき、現在の Red Hat 

環境に統合できることをお客様に保証しま
す。

ハイブリッドクラウド・エコシステム
およびそのメリットとは

 ハイブリッドクラウド・
エコシステムには、オープンソース・
テクノロジーを一様の方法で使用して
お客様にクラウド同様のサービス体験
をデプロイおよび維持するパートナー・
ソリューションが含まれます。

パートナーソリューションの特徴

フットプリントに関係なく、同じ方法で実
行および運用される設計

一貫した方法で管理され、顧客の運用体
験を向上させ、学習コストを低減させる

定義された基準および Red Hat 推奨プラ
クティスに従って運用できるよう、テストお
よび Red Hat 認定済み

1.

2.

3.

4.

5.

脆弱性を継続的にスキャン

Red Hat Ansible Automation Platform 

および認定ソリューションを使用するよう
構築され、Red Hat OpenShift、Red Hat 

Enterprise Linux、および各種のワークロ
ードを自動化する

第 2 章



Red Hat 認定の持つ意味

 Red Hat OpenShift 認定
とは、パートナーが自社製品
を差別化して、Red Hat で
最適化された Kubernetes 

運用体験を提供することを
指します。

² パルスサーベイ、Red Hat 後援、「コンテナおよび Kubernetes へのワークロード導入状況」、2021 年 6 月。

図 3.テクノロジーリーダーの回答：「次のワークロードのうち、現在 Kubernetes コンテナにデプロイしてい
るものはどれですか」²

一般的な Kubernetes ワークロード

 Red Hat ソフトウェア・パートナー・エ
コシステムにより、ワークロードに必要な 

Red Hat OpenShift ベースのソリューショ
ンへのアクセスと選択が簡単になります。

 Red Hat の認定ハイブリッドクラウド・
ソフトウェア・パートナー・エコシステムが
焦点を当てるソリューションは多岐にわた
り、これらのソリューションそれぞれは組
織の成功にとって欠かせないものです。そ

の中でも重要性が高いものが、AI/ML、ア
プリケーション開発、DevSecOps、データ
ベースおよびデータ分析、ネットワーク、ス
トレージです。Red Hat ソフトウェア・パー
トナー・エコシステムはこれらの各領域で
サポートを提供します。

ハイブリッドクラウド・システムのあらゆるフット
プリントに対応するソリューション
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19%

データベースまたはデータキャッシュ

データ取り込み、クレンジング、分析

ロギングおよび監視

Web サーバー

AI/ML ソフトウェア

アプリケーションサーバー

プログラミング言語とフレームワーク

メッセージ・ブローカー・サービス

(Redis、PostgreSQL、MySQL、MongoDB など)

(Apache Kafka、Apache Spark、Cloudera 
Data Platform など)

(Elastic Search、Kibana など)

(NGINX など)

(Jupyter notebooks、Python、Tensorflow、
Pytorch など)

(Red Hat JBoss® EAP、IBM Websphere、
Oracle WebLogic など)

(NodeJS、GO、Java™、Spring、Quarkus など)

(RabbitMQ、Calico など)

https://www.redhat.com/ja/resources/state-workloads-containers-kubernetes-analyst-paper
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 市場トレンドの進展に伴い、組織はアプリケーションの構想を速やかに製品化する必要が
あります。さらに、アプリケーションには、ユーザーエクスペリエンスがわかりやすく、応答性
に優れたパフォーマンスを発揮し、ユーザーからのフィードバックを取り入れて継続的に改善
されることが求められます。進展を続けるためには、開発者は既存のスキル、専門知識、投資
を使用して、ビジネスをサポートして成長させる先進的なアプリケーションを構築する必要が
あります。

アプリケーション開発

 Red Hat の認定ソフトウェアエコシス
テムに属するアプリケーション開発パート
ナーは、革新的なワークロードを提供し、
DevOps 環境内で、アプリケーションのデ
プロイとライフサイクル管理の高速化、セ
キュリティ確保、単純化を支援します。

 Red Hat とアプリケーション開発ハイブ
リッドクラウド・ソフトウェア・パートナー・
エコシステムは協力して、お客様が高品質
のクラウドネイティブ・アプリケーションを
作成するために必要なプラットフォーム、
手法、アプリケーションサービス、
ツールを、優れたアジリティで大規模に、信
頼性を犠牲にすることなく、提供します。



1 0

 モダナイズを望む組織は、世界中で開発
およびデプロイされる重要なワークロード
をサポートする新たなデータ要件を考慮し
なければなりません。これには、モバイル、
e コマース、オンライン取引、データおよび
ビジネス分析、AI/ML が含まれます。目的
のビジネス成果を迅速に達成するには、柔
軟性で応答性の高いデータ・アーキテクチ
ャが不可欠です。

 データ分野に強みを持つ Red Hat の
認定ソフトウェアパートナーは、Red Hat 

OpenShift に最適化されているソリュー
ションを提供します。これらのソリューシ

データベースとデータ分析

ョンは、データベースおよびデータ分析の
ワークロードのデプロイを迅速化かつ単
純化して、お客様がビジネスを拡大させ、
ハイブリッドクラウドでイノベーションを
迅速に起こせるように支援します。

 Red Hat とそのデータソフトウェア・エ
コシステム・パートナーは、データワークロ
ードの構築、テスト、管理に必要なアジリ
ティ、スケーラビリティ、可搬性を迅速に
提供し、同時に市場投入時間を短縮させ
ます。

 Red Hat のハイブリッドクラウド・ソフト
ウェア・パートナーは、Red Hat OpenShift 

Data Science を使用して迅速にイノベーシ
ョンを実現できます。Red Hat OpenShift 

Data Science はオープンソース・プロジェ
クト Open Data Hub から厳選された一連
のコンポーネントで構築された、Red Hat 

OpenShift Dedicated のマネージドアド
オンサービスです。 Red Hat OpenShift 

Data Science では完全にサポートされた
サンドボックスを使用して、コンテナ化さ

れた AI/ML アプリケーションをパブリック
クラウド・プラットフォームで迅速に開発、ト
レーニング、テストできます。

 Red Hat の AI/ML 分野のハイブリッドク
ラウド・ソフトウェア・パートナーは、エンド
ツーエンドの AI/ML ソリューションを求め
ている組織が、オープンソース・イノベーショ
ンと相互運用性のメリットを活用できるよう
に支援します。

 AI/ML テクノロジーにはビジネスのあら
ゆる側面を変革するポテンシャルがあり、
多くの組織にとってデジタル・トランスフォ
ーメーションを推進するために不可欠
です。たとえば、医療、金融サービス、
通信、保険、自動車などは、AI/ML によっ
て変革されている主要市場です。自動
運転、サプライチェーンの改善、脅威検出
の強化などから、高度なリスク分析、不正
行為の減少、そしてカスタマーインサイト、

人工知能と機械学習 (AI/ML)

カスタマーエクスペリエンス、成果の改善
まで、AI/ML のユースケースは急速に増加
しています。

 AI/ML ハイブリッドクラウド・ソフトウェ
ア・パートナーにより、Red Hat アーキテク
チャをサポートされるソフトウェアツールと
データサービスで強化して、AI/ML ソリュ
ーションの開発、テスト、デプロイ、ライフ
サイクル管理について、パイロットからプロ
ダクションに至るまで、迅速化と単純化に
役立てられます。

https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift/openshift-data-science
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift/openshift-data-science


 先進的なアプリケーションは、オンプレ
ミスからエッジデプロイに接続できること
が必要であり、費用効果の高いスケーラブ
ルな帯域幅、低レイテンシー、信頼性、セ
キュリティが求められます。ネットワーク・
インフラストラクチャの Red Hat ソフトウ
ェア・パートナー・エコシステムは、IT 組織
による最適なハイブリッドネットワークの
構築をサポートするソリューションを提供
します。

 多くの組織が、分散型、データ集約型、
またはレイテンシーを最小限に抑える必要
があるクラウドネイティブ・アプリケーショ
ンを開発するようになっています。予測可

ネットワーク・インフラストラクチャ

能なパフォーマンスと一貫性のあるユーザ
ーエクスペリエンスを実現するには、アプ
リケーションがすべてのレベルで通信でき
る、信頼性が高く、スケーラブルで、セキュ
アなネットワーク・インフラストラクチャが 

IT 組織に必要です。

 Red Hat は、ネットワーク・エコシステ
ム・パートナーと緊密に連携し、より安全で
信頼性の高いネットワークを構築するため
に必要なテクノロジーのテスト、認定、統
合、および最適化を行います。

R
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 デジタル・トランスフォーメーションが急
速に進展しているため、先進的なワークロ
ードのエンドツーエンドの技術基盤ではな
く、統合されていないセキュリティシステム
とプロセスが生まれてしまうことがありま
す。Red Hat には、アプリケーションのライ
フサイクル全体で DevSecOps プラクティ
スをツールと方法論でサポートする多様な
パートナーがおり、組織はここからパートナ
ーを選べます。

DevSecOps

 Red Hat プラットフォームは 

DevSecOps の基盤を作成し、
Red Hat セキュリティパートナーは文化、
プロセス、テクノロジーを拡張して強化し
ます。この両者が連携して作成されるカス
タマー・ソリューションで、自動化を行い、
アプリケーションおよびコンテナのライフ
サイクル全体でセキュリティを提供
します。

 Red Hat OpenShift 向けの Red Hat 

認定ソフトウェア・パートナー・エコシステ
ムでは、単一で統一性のある、効率的な 

DevSecOps アプローチを導入します。こ
のアプローチでは、組織がアプリケーショ
ンおよびコンテナのセキュリティを向上す
るために必要なテクノロジーを組み合わ
せて、現在のみならず将来にわたってリス
クを低減し、パフォーマンスを向上
させ、最適な投資回収を実現します。さら
に、Red Hat は継続的に進化してセキュリ
ティの新たな基準を設定し、ハイブリッド
クラウド環境の境界を超えてお客様をサ
ポートします。



 IT 組織で複雑なデータ駆動型アプリケ
ーションが利用されることが増えているた
め、データストレージはパフォーマンスの
問題やセキュリティリスクを生じさせるこ
となく多数の異なるワークロードをサポー
トする必要があります。

 Red Hat のストレージ・ソフトウェア・
パートナーは、ハイブリッドクラウド・イノ
ベーションに向けて構築され、Red Hat 

OpenShift に最適化された包括的なエコ
システムを提供します。

ストレージ・インフラストラクチャ

 自動化された処理とすべての環境に対し
て一貫したエクスペリエンスにより、現在の
ストレージ・インフラストラクチャの機能
を最大限に活用しながら、将来に向けた
構築を継続できます。ストレージを中心と
する Red Hat ソフトウェア・パートナー・エ
コシステムは、Red Hat OpenShift Data 

Foundation に構築された、相互運用性、
向上したアジリティ、強化されたセキュリテ
ィを目的とするソリューションを設計
します。データベースやデータ分析など、コ
ンテナ化されたワークロードを実行するた
めのスケーラブルで回復力に優れたソフト
ウェア・デファインド・ストレージを提供し
ます。
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 Red Hat OpenShift では SDN アプローチを使用して、Red Hat OpenShift クラスタ
上での通信を実現する統一されたクラスタネットワークを提供します。Red Hat ソフト
ウェア・パートナー・エコシステムは、Red Hat OpenShift ネットワークの設定を詳細に
指定でき、安定性が高く、優れたパフォーマンスを発揮できるように、機能を取り入れま
す。

ソフトウェア・デファインド・ネットワーク (SDN)

 Red Hat Ansible Automation Platform は、Red Hat ソフトウェア・パートナー・エコ
システム・テクノロジーとともに、先進的なネットワーク・インフラストラクチャの構築、
監視、管理を支援します。ネットワークを自動化すると、ネットワーク運用 (NetOps) チ
ームは、動的な要件に迅速に対応して、容量、アプリケーションのセキュリティ、負荷分
散、マルチクラウド統合を処理できるようになるほか、セルフサービスやオンデマンドの
ネットワーク・アクティビティも実施できます。

ネットワークの自動化

 Red Hat OpenStack® Platform の Networking (neutron) コンポーネントは、仮想
ネットワーク機能向けの API を提供し、スイッチ、ルーター、ファイアウォールを備え
ています。Red Hat ハイブリッドクラウド・パートナー・エコシステム・テクノロジーは、
OpenStack Networking コンポーネントに補完的なソフトウェアを提供します。これに
は、ルーティング、DHCP、メタデータなどのコアサービスを管理するシステムサービス
があります。

Red Hat OpenStack Platform

https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift-data-foundation
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift-data-foundation
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Red Hat ソフトウェア・
パートナー・
エコシステムを使い始める
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第 4 章

能力を最大化する

 Red Hat OpenShift クラスタでネイティブに実行される 

Kubernetes Operator を購入、デプロイ、管理するには、ハイブリッ
ドクラウドの仮想マーケット、Red Hat Marketplace にアクセスして
ください。

 ハイブリッドクラウド・ソリューションを見
つけて、Red Hat OpenShift の価値の最大
化に役立てましょう。

 Operator を共有する Kubernetes コミュ
ニティの場である、Red Hat Operator Hub 

にアクセスしてください。

https://catalog.redhat.com/software/operators/explore
https://marketplace.redhat.com/en-us



